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角笛幼稚園 

年主題   

ともにつむぎだす 

～希望の中で～ 
 

2月の聖句 

草は枯れ、花は散る。しかし、主の言葉は永遠に変わることがない。 

ペトロの手紙一 1章 24節後半～25節前半 

 
 新たな年も、1月が終わろうとしています。底冷えのするような日もありますが、日中の暖かな
陽射しの中に、立春に先立ち、やがて春へと向かって行く日々でもあることを感じさせられます。 
 園庭を見渡すと、秋から冬にかけてすっかり葉を落とした木々があります。それらが新緑の木々
へと姿を変えるまでには、まだ時を待たなければなりません。しかし、一年中緑の葉をつけている
常緑樹や寒さの中でも既に花を咲かせている梅の木ばかりでなく、ただ裸の木がそこにあるように
見える木々の梢に、かわいい芽が顔を出しているのを見出します。晴れの日や雨の日、風の強く吹
く日、またこれから雪の日さえあるかもしれない東京という場所に立つ木々においても、途切れる
ことなく生命の営みが続いていることを思わされます。 
 しかし、木々のうちにも見出せる生命の営みがどれほど長く続いても、地上のすべての営みは、
永遠のものではないことをまた思います。私が幼い頃と小学生の途中から長く住んでいた実家の庭
には、イチジクの木がありました。毎年、いくつかの立派な実が生り、幼い私もイチジクが大好き
でした。昔のアルバムを開くと、庭の木に生った大きなイチジクの実を口いっぱいに頬張っている
幼い頃の私を写した写真があります。 
 けれども、ある年、イチジクの実が生りませんでした。木の中をカミキリムシの幼虫に食い荒ら
されてしまい、イチジクの木は枯れてしまいました。大きく立派なイチジクの実の感触やその美味
しかった記憶が、どこか悲しい記憶となって今も自分の中に刻まれているのは、木という存在にも
終わりがあるということが、幼な心にも強烈な印象を残したからではないかと思っています。 
「草は枯れ、花は散る」。聖書の背景にある気候は、日本に生きる私たちが考えるよりもずっと過
酷なものです。かつて私がイスラエルを旅行した時、ガイドの方がこう言われました。「イエスさ
まが、野の花を指し示され、『今日は生えていて、明日は炉に投げ込まれる野の草でさえ、神はこ
のように装ってくださる』（マタイによる福音書第 6章 30節）と言われたのは、誇張ではありませ
ん。そのとおりなんです。花の咲く季節が来て、朝には、アネモネのような鮮やかな色の花が一面
に咲き揃っている場所に、非常に乾燥した風が吹いて、その日の夕方には一面の花がすべて枯れて
しまっている。そういうことが起こるのです」。 
そして、聖書の大地におけるそのような草花の姿に人々が見出したのは、私たち人間の姿であっ

たことを思います。私たち人間も、それぞれの人生を生き、この世界の中を生きて、思いもかけな
い大きな出来事に翻弄され、時に一瞬にして飛び去ってしまう。そのようなことさえ起こる。私た
ち人間もこの世界において限られた時を生きる。永遠の存在などではない。そのことを見つめるの
です。 
 けれども、そこで見つめられているのは、私たち人間の「儚さ」というようなことだけではあり
ません。永遠なる御方が見つめられています。「今日は生えていて、明日は炉に投げ込まれる野の
草でさえ、神はこのように装ってくださる。まして、あなたがたにはなおさらのことではないか」
とイエスさまが言われるとおり、永遠なる神さまの愛の中で、私たち人間は、与えられた人生を生
きる存在なのです。「草は枯れ、花は散る。しかし、主の言葉は永遠に変わることがない」。聖書の
御言葉は、私たちに向けられた神さまの変わることのない愛を見つめ、その愛を私たちに告げるの
です。 
 角笛幼稚園におけるお子さんたちの歩みの中で、聖書の御言葉に直接的に触れる時間は、ごくわ
ずかなものです。礼拝の中で、あるいは毎月覚えて暗唱する聖句において。その程度だと言えなく
もありません。けれども、その聖書の御言葉が幼い子どもたちにも語ってくれている神さまの愛の
手ざわりが、また神さまに共に祈ったその祈りにおいて、永遠なる神さまに触れたその感触が、や
がて幼稚園を巣立っていくその後も残り続けていくであろうと信じています。その手ざわり、感触
が、どれほどささやかなものであったとしても、いつもどこかで永遠を思う思いを与えてくれるも
のでありますように。そして、限りある人生が、永遠なる神さまとの生きた関わりの中にあって、
大切な意味を持っている人生であることを覚えて、生きられるものとなりますように。 
 幼稚園での生活も残り約 1ヶ月半となります。恵み豊かな日々となることを祈り願っています。 
 
                              園長 七條真明     


